
 

平成２４年度山ノ内町教育懇談会が、町内１３会場に於いて開催されました。本年度は貴重な時間を

お借りし、町教育員会より四小学校の統合問題について説明をさせていただき、参加者の方に意見をお

伺いしました。各開催地より提出していただいた記録を町教育委員会でまとめました。 

（裏面に説明させていただいた時の資料を掲載いたしました。） 

 

【統合に賛成】 

○統合するなら、ここでやる方がいい。親の方が柔軟に考えている、子どもはもっと柔軟である。 

○保育園からの９年間同じ仲間でよりも、クラス替えを通して人間性を築くのもいい、友だちとのつき

合い方を学ぶ場を早くから作ってあげる、コミュニケーション能力を上げられるようにする。 

○このまま学校の規模が縮小していけば、役員もますます大変になっていくだろうという心配もある。

６年間で何度も役員をやった。ベルマークなども集まらない。（ＰＴＡもある程度の人数での活動が望ま

しい。） 

○少年野球においても合併の話が進んでいる。大人のしがらみでなかなか進んでいないが、子どものた

めに取り組んでいる。適正な規模で小学校統合は賛成。 

○３クラスでスタートしても、すぐ２クラスになってしまう、この先減っていく。長期的に考えた方が

いいと思う。 

○新たに箱ものを作るのは難しいだろう。現状の施設を最大限生かした無理のない統合をした方がいい

と思う。 

○統合に合わせ周辺環境を整えてもらいたい。（耐震、駐車場、空き校舎の利用など） 

○統合すれば仲間との交流が増え、子どもたちに競争心が出てくる。 

○統合に賛成、今ではドッジボールなどもできない。大勢いればケンカしても他に友だちがいる。徐々

に準備してほしい。 

○１校になっても良さは保てるはず、外から見て改めてわかる良さもある。 

 

【統合には反対、他の施策は？】 

○地域の感情を考えてほしい。母校がなくなるのは寂しい、なくしてほしくないという気持ちはある。 

○複数クラスは望ましいだけで必然ではないのではないか、どうやって決定していくのか。母校をなく

してしまっていいのか。 

○統合して一緒になったからといって、教育の質が上がるとは思えない。少人数クラスでも充分、問題

ない。 

○複式学級がそんなに不公平なのか？地域と密着して、一緒に大豆作りなどをして、子どもたちは大変

成長している。地域の教育力が高い、統合すると地域との関わりが薄くなってしまうのではないか。 

○複式学級は担任の先生に工夫していただけば良い。少人数だから心配はない。 

○小学校のうちはそれぞれの地域の学校で学ばせたい。小学校のうちは、クラス替えは必要ない。人数

の少なさは経験。 

○保育園から一緒で兄弟みたい、この校風を受け継いでほしい。 

○地域の特色を生かして、人口を増やす工夫をする。（山ノ内町全体でも施策はないのか？） 



 

【統合した場合の不安】 

○通学のスクールバスなど子どもの負担、児童クラブのお迎えの親の負担が増える。 

 小学校からのバス通学は、足腰が弱くならないか。子ども同士で話ながら歩くことが大切。自然との

ふれあいが薄れる。 

○町外に勤めている人が多い中、送り迎えでも負担になれば、町外に出て行ってしまう人も増えてしま

うのでは？ 

○統合した時に解け込めない子どもが出るのが心配、子どもの心のケアを考えてもらいたい。 

○統合の準備はしてほしいが、急に人数が増えた時、学力に格差が生じてしまうのではないか不安。 

 

 

【段階的に統合を】 

○西部と北部を統合したほうがいい。それから４校を統合した方がいいのでは。 

○子どもの通学を考えると東小と南小、西小と北小の２校ごとの統合でもいいのでは。 

○北小と西小は２８年度といわず、もっと早く一緒になった方がいい。 

 

 

【子どもに何が一番いいのか・・・】 

○小中一貫校が理想。子どものためにお金をかけても良いのでは？それぞれ自分の所から近い方がいい

と思うはず。 

○反対意見を聞いていると地域同士の確執ばかりが目立つ。本当に子どもたちの事を考えて反対してい

るのか疑問が残る。 

 

 

【もう少し時間をかけて、説明がほしい】 

○平成２８年度は早すぎる。 

○保護者が知らないところで話が進んでいる、学校や保育園に行って説明してほしい。 

○経費の問題、人数の問題、統合はとても良いと思うが、４年後と決めないでもっと煮詰めてもらいた

い。 

○統合に伴う、メリット・デメリットをもっと明確に提示してほしい。もっと具体的にイメージできる

ような資料を出してもらいたい。 

○アンケートなどで当事者の意見をもっと聞いてほしい。仮に２８年度から統合するのであれば、その

時小学校に関わる方と話を深めたり、説明したりするべき。 

○近い将来、東小も望ましい規模のクラス数を満たさなくなるため、今後積極的に考えていく必要があ

るものの、西南北の小学校の意見集約が重要ではないか。 
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